
と
び
ら
の
こ
と
ば

ローカルな世界から 
自由と自治を

「
戦
争
法
案
」（
安
全
保
障
関
連
法
案
）
を
め
ぐ
る
国
会
論
戦
が
続
い
て
い
る
。
３
人
の

憲
法
学
者
が
国
会
で
法
案
を
「
違
憲
」
と
断
じ
、「
戦
争
す
る
国
」
へ
の
転
換
に
反
対

す
る
国
民
世
論
も
日
々
高
ま
っ
て
い
る
。
歴
史
の
重
大
な
岐
路
で
あ
る
。

先
の
戦
争
で
、
長
野
県
は
全
国
で
最
も
多
数
の
満
蒙
開
拓
団
と
青
少
年
義
勇
軍
を
送

り
出
し
、
多
く
の
犠
牲
を
生
ん
だ
。
明
治
憲
法
下
で
は
地
方
に
自
治
権
が
な
か
っ
た
こ

と
が
戦
争
協
力
を
容
易
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
中
央
集
権
体
制
へ
の
反
省
か
ら
、
戦
後

の
日
本
国
憲
法
は
地
方
自
治
の
理
念
と
精
神
を
盛
り
込
ん
だ
。
憲
法
を
守
り
生
か
す
た

め
、
町
や
村
の
独
自
性
と
自
治
を
高
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
一
人
ひ
と
り

が
暮
ら
す
ロ
ー
カ
ル
な
場
で
の
具
体
性
を
も
っ
た
民
主
主
義
の
運
動
で
あ
る
。

今
ま
た
、「
地
方
創
生
」
の
名
で
、
国
主
導
の
自
治
体
再
編
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。「
地
方
創
生
」
論
は
、
人
口
減
少
の
単
純
な
予
測
デ
ー
タ
だ
け
を
根
拠
に
、
市

区
町
村
を
名
指
し
し
て
「
地
方
消
滅
」
の
脅
し
を
か
け
る
。
し
か
し
「
消
滅
可
能
性
」

が
い
わ
れ
る
地
域
で
は
、
逆
に
子
ど
も
、
若
者
、
お
と
な
、
高
齢
者
た
ち
が
地
域
に
根

を
張
り
、
共
同
し
て
自
然
と
文
化
を
守
り
、
個
性
的
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
営
み
つ
づ
け

て
い
る
。
大
震
災
後
は
と
く
に
、
そ
の
豊
か
さ
に
共
感
す
る
若
者
た
ち
や
子
育
て
世
帯

の
田
園
回
帰
・
農
村
移
住
の
傾
向
が
目
に
見
え
て
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
夏
、
教
科
研
は
、
長
野
県
民
教
と
の
合
同
で
全
国
大
会
を
開
く
。
北
ア
ル
プ
ス

の
山
な
み
を
背
に
田
園
風
景
が
広
が
る
松
本
・
安
曇
平
の
地
で
、
地
域
と
学
校
の
未
来

を
と
も
に
語
り
あ
い
た
い
。
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